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第 58 回 通常総会開催／5/23 福岡市内で！

役 職 氏   名 推薦・所属団体

理 事 長 髙 島 喜 信 連合福岡 再任

副 理 事 長 梶 原 正 実 九州労働金庫福岡県本部 新任

副 理 事 長 品 川 浩 二 全労済福岡県本部 再任

専 務 理 事 深 町 裕 二 連合福岡 再任

理 事 田 井 孝 二 連合福岡 再任

理 事 染 井 和 久 九州労働金庫福岡県本部 再任

理 事 岩 木 克 明 全労済福岡県本部 再任

理 事 宮 﨑 正 義 福岡県生協連 再任

理 事 中 村 一 輝 北九州総合労働会館 再任

理 事 原     豊 筑紫・朝倉地域労福協 再任

理 事 遠 藤 禎 幸 北九州地域労福協 再任

理 事 本 田 賢 治 南筑後地域労福協 再任

理 事 寒 竹 準 一 遠賀川地域労福協 再任

理 事 西 田 修 三 北筑後地域労福協 新任

理 事 桑 原 忠 志 福岡地域労福協 再任

理 事 安 藤 正 宣 京築・田川地域労福協 再任

監 事 田 島 亜矢子 連合福岡 再任

監 事 山 口 健 一 九州労働金庫福岡県本部 新任

※第 57 回通常総会以降、山城正一副理事長、大石 淳

理事が退任され、第 58 回通常総会の終結をもって、

中村隆一監事が退任されました。

2017 年度事業計画・収支予算 可決・承認される

福岡県労福協は、5 月 23 日（火）、福岡市博多区の「ホテルセントラーザ博多」において、第 58

回通常総会を開催しました。総会では、2016 年度事業報告・決算報告・監査報告及び 2017 年度事業

計画・収支予算(案)、定款の一部改正、役員選出について審議し、全ての議案が原案通り可決・承

理事会を代表して挨拶する髙島喜信理事長

認されました。

第 58回通常総会は 14時、品川浩二副理事長の

司会で開会し、総会成立宣言後、総会議長に中川

広治氏（全労済福岡県本部）を選出しました。

理事会を代表して髙島喜信理事長より「昨年、

創立 50 周年を迎え、新たな一歩を歩み始めた。

運動の柱は、①社会的連帯を深める運動と政策の

実現②ライフサポートの充実③共同事業等を中

心にさらに充実させていかなければならない」と

挨拶しました。

来賓挨拶では、厚生労働省福岡労働局・辻田博

局長、福岡県福祉労働部労働局・樋口直樹局長、

2017 年度理事会役員
福岡市経済観光文化局中小企業振興部就労支援

課・正田美加課長、北九州市産業経済局総務政策

部雇用政策課・大迫道広課長の 4名の方から祝辞

と激励のご挨拶をいただきました。また、祝電・

メッセージ披露では、中央労福協はじめ 8団体か

ら激励のメッセージの披露がありました。

議案審議では、深町専務理事から 2016 年度事

業報告及び決算報告、2017 年度事業計画及び収

支予算、定款の一部改正、理事選出、監事の交代

について提案があり、中村隆一監事から、2016

年度の事業監査報告並びに公益目的支出計画実

施報告書に関する監査報告について報告があり

ました。

総会議長は、提出議案に対する質問・意見を議

場に諮ったところ、全ての提出議案が原案通り満

場一致で承認・可決されました。

理事選出及び監事の交代が承認されたことを

受けて休会に入り、理事会三役を互選する第 3

回理事会が開催されました。15時 30分に再開し、

深町専務理事より、理事会三役互選について報告

があり全ての審議が終了しました。

閉会は、梶原正実副理事長より挨拶があり 15

時 41 分、第 58 回通常総会が終了しました。
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2017 年度講演会開催！！

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済
事業を営み、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮ら
しをめざしています。出資金をお支払いいただいて組
合員になれば、各種共済をご利用いただけます。

2017 年度の講演会は、通常総会を開催した同会場で引

き続き開催され、NPO 法人抱樸 理事長の奥田知志氏か

ら、「いのちが分断される時代に～困窮者支援の現場か

ら～」をテーマに講演をいただきました。

奥田氏は、北九州市で長年に亘りホームレス支援や生

活困窮者支援を最前線で取り組まれてきた立場から、人

の命の重みや、生きること、働くことの意味など、現在

の自己責任社会の在り方への疑問や危機感について問

題提起がありました。

その内容は、昨年 7月に神奈川県相模原市の福祉施設

で元職員が起こした事件、さらには横浜の中学生が起こ

した「浮浪者殺人」事件が意味するものにふれ、根底に

は人間に対する価値観が「生きる意味のない命」すなわ

ち「生産性の低い人間が迫害を受けるのは当然だ」とす

る良いものと悪いものを分断する価値観が存在し、こう

した事件を起こしている。

困窮者支援の意味は「人(であること)を大切にする支

援」、そして困窮者支援の目的は、「助けて」と言える人

づくり、「助けて」と言える社会づくりであるという趣

旨の講演がありました。

テーマ「いのちが分断される時代に

      ～困窮者支援の現場から～」

講演される奥田知志講師
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